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SXS (Soft X-ray Spectrometer)は、2015年に打ち上げ予定の ASTRO-H衛星搭載の X線マイクロカロリメー
タアレイである。 軟 X 線望遠鏡の焦点に HgTe の X 線吸収体を 6×6 に配し、3′ 四方の視野を撮像分光する。
検出部は 50 mK の極低温で、数 µKrms で温度制御され、0.3–12 keV の X 線に対し ∆E < 7 eV の精密分光
を行う。検出器と断熱消磁冷凍機を含む calorimeter spectrometer insert (CSI)、開口部、前置信号処理回路は米
国が、室温から 4 K までの冷却系 (デュワ, 機械式冷凍機と駆動回路) とデジタル信号処理回路は日本が、フィル
タホイールと較正用 X 線源は欧州が担当する。各コンポーネントのエンジニアリングモデルを用いた試験およ
び検証がほぼ終わり、現在はその結果を反映したフライトモデル (FM) の設計・製造を行うと共に、衛星一次噛
み合わせ試験に参加し、機能性能の検証を行っている。また、NASA/GSFC では FM CSI の性能試験が行われ、
5 eV を切る分光性能が得られた。本講演ではそれらを含めた開発の現状を報告する。


